
なまえ ひづけ がつ にち

1 ほういじしんの つかい方の じゅんに、記号を ならべよう。

ア

方いを 読む

イ

「北」を はりの 色の 先に 合わせる

ウ

はりが 止まるまで まつ

エ

手の ひらに 水平に のせる

→ → →

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 はりの 色の ついた 先は 北を さす。

2 じしゃくの 近くで つかうと、正しい 方いが わからない。

3 ほういじしんは、かたむけて つかう。

3 北を 向いて 立ったよ。ことばから えらんで 書こう。

ことば 東 西 南

1 右手の ほうは 

2 左手の ほうは 

3 せなかの ほうは 

できたら
はなまる 天気と星 ・ つぎは 「太陽の 動き」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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ほういじしんを つかおう
やさしい ★☆☆ ・ ほういじしんで 方いを しらべる

日
天気と星

はりの 色を
見てね


